
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和４年度の中村高等学校西土佐分校は、総勢２１名（１年生‐７名、２年生‐６名、３年生‐８名）で
のスタートとなりました。今まで同様に西土佐地域全体で学校教育へのご理解とご支援・協力をお願い申し
上げます。 
令和４年度入学式 式辞 

高知県立中村高等学校長 宮地 秀伸 

 温かい日差しと山々の新緑に、春の訪れを感じる今日の佳き日。ご来賓の皆様、保護者の皆様方のご臨席
を賜り、ここに令和４年度高知県立中村高等学校西土佐分校入学式が、盛大かつ厳粛に挙行できますことは、
本校にとって大きな喜びであります。本校を代表してお礼申し上げます。 
ただいま入学が許可されました新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。 
そして、保護者の皆様におかれましても、さぞお喜びのことと存じます。心からお祝い申し上げます。 
さて、義務教育を終え、高等学校という新たなステージに立った新入生の皆さん。今は期待や不安が交差

する複雑な心境かもしれません。これまでとは学習環境や生活環境が大きく変化します。勉学や部活動はも
ちろん、挨拶や言葉遣い、人との振る舞い、他者を思いやる気持ち、判断力や公正さ、社会性などが、より
高いレベルで要求されるようになります。そして何より「責任」という二文字の言葉が大きくのしかかって
きます。決してまわりのせいにするのではなく、自分自身の言動による結果は自分自身で責任をとる覚悟が
要求されるのです。そんな皆さんに、数字の十にかかわる法則の話をします。これは日本を代表するあるホ
テルがサービスの教訓としている法則です。 
信用というブランドを築き上げるのに十年かかる。しかし、その信用を失うのはたったの十秒。そして、

失った信用を再構築するにはまた十年かかるというものです。十を英語でテンと言いますので、十年・十秒・
十年の十を三つ書いてテンテンテンの法則と呼ばれているようです。今日からは、先輩方が築き上げた西土
佐分校七十一年のブランドを背負い、より高いレベルでの言動と自覚に期待しているという意味です。次の
新しいブランドを共に築き上げていきましょう。 
近年、学校教育は新型コロナウイルス感染症の影響で、大きな変革を余儀なくされています。一方、地域

に目を向けると、少子高齢化・過疎化が進み、地方の活性化も課題となっています。このような激動の社会、
日本の未来・ふるさとの将来を考えたとき、皆さんの活躍が必要不可欠なのです。そして、皆さんが元気に
勉学や部活動に取り組む姿は、保護者や地域の人々にとって希望の光、大きな支えとなることを知っておい
てください。皆さんは地域の宝なのです。だからこそ、何事にも一生懸命に励み、友と大いに語り、悩み成
長してください。そして、未来の地域や社会を担う人材に育ってほしいと切に願っています。 
おわりに、保護者の皆様、本日よりお子様をお預かりいたします。私たち教職員は皆様のご期待にこたえ

るべく、心を一つにして、生徒一人ひとりの成長を全力で支援してまいります。 
保護者の皆様におかれましても、ご家庭での規則正しい生活や、家庭学習の定着にご配慮いただきますと

ともに、本校の教育活動への、ご支援・ご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。 
新入生の皆さん、新たなステージ、高校生活の始まりです。初心を忘れず、感謝の気持ちを常に持ちなが

ら、日々実践してください。大いなる飛躍を期待しています。 
７名の入学を心から歓迎し、式辞といたします。 

 
ＰＴＡ新会長挨拶 桑原 宏文 
今年度もＰＴＡ会長を務めることになりました。至らぬことやご迷惑をおかけすることもあるかと思いま

すが、役員が中心となり教職員・保護者が力を合わせ、チーム西土佐分校で団結し、それぞれが協力し助け
合っていきましょう。この西土佐分校は、小人数ならではの一人ひとりに寄り添った学習や支援、和気あい
あいとした中でも切磋琢磨するカヌー部、地域と密着して活動するボランティア隊ラポールなど、魅力の多
い学校ではないでしょうか。指導してくれる先生方にも恵まれ、生徒たちは楽しい学校生活を送っていると
感じています。これからも西土佐分校の存続やＰＴＡ活動には、地域の皆様との連携・協同が重要となりま
すので、どうぞご協力ご支援をお願いいたします。 
 
○令和４年度教職員着任あいさつ並びに教職員紹介 
教頭 川村 重喜 
この春の異動により幡多農業高校から赴任してまいりました川村重喜と申します。豊かな大自然に囲まれ

た西土佐分校へ着任することができ、大変光栄に思っています。仕事に早く慣れ、業務に邁進してまいりま
すので、ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いします。地域の方々の力をお借りして、西土佐分校を盛り上げ、
郷土愛を持ち、地域に貢献できる生徒を育てたいと思います。また、私は農業が専門ですので、生徒と共に汗を
かき、生徒の夢の実現のために精進してまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 
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畑中 壽子（国語・書道） 

 宿毛工業高校から異動してまいりました畑中壽子と申します。４月早々から、道沿いの四万十川と春の

花々の美しさに、心癒される毎日を送らせていただいています。また生徒の皆さんはとても素直で優しい学

生たちで、新しい職場にスムーズに溶けこむことができています。西土佐分校の生徒、一人ひとりの学校生

活や進路実現がよりよいものになるように、努力していきたいと思っております。どうぞよろしくお願いい

たします。 

手島 百合愛（数学・理科） 

1年間、期限付講師として西土佐分校で勤務させていただくことになりました手島百合愛と申します。1年

ぶりに西土佐分校で勤務することができ、光栄に思います。これまで学んできたことを活かし、生徒一人ひ

とりに寄り添い、生徒が充実した高校生活が送ることができるように精進いたします。今後ともよろしくお

願いいたします。 

曽根 大輔（保健体育・寮舎監） 
今年度より西土佐分校で勤務することになりました曽根大輔と申します。初めての西土佐での勤務で緊張

しておりますが、豊かな自然のなかで、学校や青葉寮の生徒たちと過ごすことがとても楽しみです。仕事に
早く慣れ、生徒たちが学校を楽しみ、よりよく成長できるように努めてまいります。 
不慣れでご迷惑をおかけすることがあるかもしれませんが、どうかよろしくお願いいたします。 
 

令和４年度 教職員紹介 
 職 種 氏  名 教 科 校務分掌 備 考 

1 校 長 宮地 秀伸     

2 教 頭 川村 重喜 遠隔 総務部  

3 教 諭 伊与田 智秀 地歴・公民 進路指導主事 
３年生副主任 

カヌー部 

4 教 諭 畑中 壽子 国語・書道 進路指導部 
３年生主任 

ラポール 

5 教 諭 濱田 達矢 
理科・数学・情

報 
教務部 

２年生副主任 

カヌー部 

6 教 諭 松山 英里 英 語 生徒指導部 
２年生主任 

卓球部・ラポール 

7 教 諭 影嶋まどか 保健体育 生徒指導主事 
１年生主任 

カヌー部 

８ 教 諭 泥谷 哲子 家 庭 教務主任 
１年生副主任 

クッキング部 

9 養護教諭 伊豆 三奈  生徒指導部 
特別支援教育 

生徒支援コーディネーター 

10 期 講 手島 百合愛 数学・理科 教務部 
１年生副主任 

卓球部・ラポール 

11 時 講 曽根 大輔 保健体育  寮舎監 

12 
スクールカウンセラー 

（ＳＣ） 八木  渚   水曜日勤務 

13 
スクールソーシャルワ

ーカー（ＳＳＷ） 松田 真紀   月曜日勤務 

14 主 事 間城 千惠  舎務部 住宅委員 

15 事務補助 竹本 圭吾   
 

 

    


